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総合学習の模様（１）

　北牟婁郡紀伊長島町の東小学校では、総合学習の時間を活用し、町の基幹産業である漁業について学ぶため、７月２日に長島町漁協荷さばき施設等で漁業現場の学習をしました。なお、講師は漁協の石倉常務のほか、水産業改良普及員が担当しました。
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　当日は９時40分に漁協荷捌き施設前に５年生36名が集まりました。
　荷さばき施設内では、魚を運ぶフォークリフトが走行しているので、十分注意をすること、また、危険な魚もいるので陸揚げされた魚に触れないことなどについて、注意してもらうよう説明を行いました。
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定置網からの水揚げ
当日は台風８号の影響で三重県南部には波浪注意報が発令されたこともあり、定置網の水揚げ量は通常より少ないようでしたが、漁獲された魚類の選別を体験させてもらい、アジやカタクチイワシなどいろいろな魚種が、コンテナへ分けて入れられていく様子が観察できました。
[image: image3.jpg]


活魚水槽の中身は？
長島町漁協荷さばき施設には代表的なカツオのほか、イサキやタコなど様々な水産物が陸揚げされます。イサキなどの小型の魚介類の多くは施設内の水槽に魚種ごとに活魚として保持されており、当日には80㎝ほどもあるスズキや、細長い魚類のハモなどが水槽内に活かされており、児童達は日頃あまり見ることのない魚介類に興味津々のようでした。
